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年度末報告書（実⾏団体） 
● 提 出 ⽇ ：  ２０２２年  ４⽉  11 ⽇ 
● 事 業 名 ： 休眠預⾦を活⽤した体験格差解消事業 
● 資⾦分配団体 ： 公益財団法⼈ブルーシー・アンド・グリーンランド財団 
● 実 ⾏ 団 体 ： 公益財団法⼈⾝体教育医学研究所   
● 新型コロナウイルス対応緊急⽀援助成（通常枠での追加助成）の有無 ： þ有 ☐無 
 

① 実績値 
【資⾦⽀援】 

アウトプット 指標 ⽬標値 達成時期 現在の指標の達成状況 進捗
状況
＊ 
 

１．障害児や児童養護施設等の
⼦供が、⽔辺の⾃然体験に参加
できる状態となる。 

①⽔辺の⾃然体験に
参加した対象となる
⼦供の数 

①地域全体で７５⼈（初期値から
5 倍） 
 

①2023 年
2 ⽉ 

40 ⼈ 
（延べ 47 ⼈） 
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 ②⽔辺の⾃然体験を
⾒学した対象となる
⼦供の数 

②地域全体で７５⼈（初期値から
5 倍） 

 40 ⼈ 2 

 ③⽔辺の⾃然体験に
参加・⾒学した対象と
なる⼦供の満⾜度 

③満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 

 無（⽐較調査のための
事前・事後アンケート
を実施中） 

4 
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 ④⽔辺の⾃然体験に
協⼒したサポーター
の数 
 

④地域全体で７５⼈（初期値から
5 倍） 

 51 ⼈ 2 

２．障害児やひとり親家庭等の
保護者が、⽔辺の⾃然体験につ
いて、その有効性を認識してい
る状態となる。 

①⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の数 

①地域全体で７５⼈（初期値から
5 倍） 

①2023 年
2 ⽉ 

26 ⼈ 
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 ②⽔辺の⾃然体験を
⾒学した保護者の満
⾜度 

②満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 

 無（⽐較調査のための
事前・事後アンケート
を実施中） 

4 

３．障害児⽀援施設や児童養護
施設、ひとり親⽀援団体等のス
タッフが、⽔辺の⾃然体験につ
いて、その有効性を認識してい
る状態となる。 

①⽔辺の⾃然体験を
⾒学したスタッフの
数 

①地域全体で７５⼈（初期値から
5 倍） 

①2023 年
2 ⽉ 

51 ⼈ 2 

 ②⽔辺の⾃然体験を
⾒学したスタッフの
満⾜度 

②満⾜度調査（エンドライン調査
を⾏いベースラインと⽐較する） 

 無（⽐較調査のための
事前・事後アンケート
を実施中） 

4 

４．学校や団体等が、⽔辺の⾃然
体験に連携・協⼒・⽀援する状態
となる。 

①連携・協⼒・⽀援す
る学校・団体等の数 

①地域全体で１０事業者（初期値
の 2 倍） 

①2023 年
2 ⽉ 

7 団体 
（社協、みまき福祉会、市福祉

課、⻑⼤、⼥短、サニー、楽育） 

2 

 ②⽔辺の⾃然体験推 ②地域全体で１０事業者（初期値  1(⼋重原⼟地改良区) 3 
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進団体以外で連携・協
⼒・⽀援する学校・団
体等の数 

の 2 倍） 
 

 ③⽔辺の⾃然体験を
⾒学した学校・団体等
の数 

③地域全体で１０事業者（初期値
の 2 倍） 

 1(⻘少年⽀援チーム※市不登校児
⽀援組織) 

3 

５．実⾏団体間や連携協⼒団体
とのネットワークが深まる。 

①実⾏団体間や連携
協⼒団体と定期的な
コミュニケーション
がある団体の数 

①10 団体 ①2023 年
2 ⽉ 

８団体 
（4-①に＋オーシャンファミリーさん） 

２ 

 ②地域の連携協⼒団
体等と協議する会議
等の回数 

②3 回  11 回 １ 

 ③実⾏団体間の事例
等を共有する会議等
の回数 

③全実⾏団体で年 2 回以上の開催  2 回 
（オンライン全体会議） 

２ 

６．資⾦分配団体と様々な情報
交換が⾏われる。 

①資⾦分配団体と会
議の開催や情報提供
などサポートを受け
た回数など 

①年に 2 回の資⾦分配団体と全実
⾏団体による会議の開催 
②⽉に 1 回以上の資⾦分配団体と
の対⾯会議（ネットによる会議を
含む）の開催 

①2023 年
2 ⽉ 

②⽉ 1 回程度実施 ２ 



4 
 

7．新型コロナウイルス感染症対
策を講じたことにより、参加者・
スタッフが安全に⽔辺の体験活
動に参加 

①器材等の拡充及び
必要な⼈材を確保す
ることで三密対策等
の安全対策を講じた
事業が実施できてい
る 

①活動において新型コロナウイル
ス感染症の⼗分な安全対策を講じ
て事業を実施している状態 

①2021 年
7 ⽉ 

（案）密を避けるため
の休憩器材や消毒⽤品
の拡充、および基本的
な対策（マスク、⼿指消
毒、体調チェック）によ
って、安全に活動が実
施できている。 

 

 
＊進捗状況：1計画より進んでいる 、2 計画どおり進んでいる 、3計画より遅れている、4 その他 
 
② 事業進捗に関する報告 
1.事業計画に掲げた短期アウトカムの達成の⾒込み 

  2.概ね達成の⾒込み 
2.アウトカムの状況 
A：変更項⽬ 
þ変更なし ☐短期アウトカムの内容 ☐短期アウトカムの表現  ☐短期アウトカムの指標 ☐アウトカムの⽬標値 
 

3. 活動に関する報告 
・⽉１回の「⼦どもだれでも居場所くる me」の活動を中⼼に事業を実施した。⾥⼭探検についても、ほぼ計画通り実施が出来た。」 
・５⽉〜１０⽉の期間は⽔辺の体験活動をメインで実施し、それ以外の期間は公⺠館等を拠点に外遊びの活動も展開した。 
・コロナ禍であったが、⼤学⽣の参加は徐々に増えてきた。加えて社協の相談⽀援の相談者さんがスタッフ側として参加する機会も増えた。 
・感染が拡⼤した 9 ⽉、年明けごろはお弁当配布をメインに活動を切り替え、交流や居場所が途絶えないように準備した。 
・11/13 には県社協主催のフォーラム【ふっころフェスティバル】にて活動の報告を⾏い、広く周知ができた。 
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6. 新型コロナウイルス感染拡⼤に対して、事業活動を⾏う際に⼯夫した点 
・⼤型のタープや机・イスを活⽤し、屋外でも充実した活動が実施できた。 
・参加前の検温や⼿指消毒を徹底して⾏った。 

② 広報に関する報告 
1. シンボルマークの使⽤状況 
☐⾃団体のウェブサイトで表⽰している  ☐広報制作物に表⽰している  
☐報告書に表⽰している þイベント実施時に表⽰している ☐その他 
→「その他」を選択した場合は記載してください（⾃由記述）： 

 
2. 広報 

1.メディア掲載（TV・ラジオ・新聞・雑誌・WEB等） 
地元ケーブルテレビ『上⽥ケーブルビジョン』による取材。地元中学⽣の受け⼊れ。 
http://weekly.tomi.mediaedge.jp/（7/30号） 
2.広報制作物等 
3.報告書等 
4.イベント開催等（シンポジウム、フォーラム等） 
信州ふっころフェスティバル 2:03:00ごろから 
https://youtu.be/ykjBcrBIQzc 
 

 
④規程類の整備に関する報告  
1.  事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。 

þ完了  ☐整備中 
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2. 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。 
☐全て公開した þ⼀部未公開 ☐未公開 
→「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 
2022 年 5 ⽉末までに公開予定。 

3.  変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
⑤ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
1. 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
2. 内部通報制度は整備されていますか。 

þはい  ☐いいえ 
→「はい」の場合の設置⽅法（複数選択可）：þ内部に窓⼝を設置  ☐外部に窓⼝を設置  ☐ JANPIAの窓⼝を利⽤ 
 

3. 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
4. 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか 

þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 
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5. コンプライアンス委員会は定期的に開催されていますか。 
þはい  ☐いいえ 
→「いいえ」を選択した場合の理由： 

 
6. 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む） 
☐内部監査を実施  þ外部監査を実施  ☐実施する予定がない 
→「実施する予定がない」を選択した場合の理由： 

 

添付資料 

活動の写真（画像データは 1枚２MG以下、3〜4枚程度） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


